
恒
例
の
和
楽
踊
り
は
、

去

る

八

月

二

日

令

和

最

初

の

「
和

楽

踊

り

」

が

行

わ

れ

た

。

「
和

楽

踊

り

」

は

、

大

正

二

年

日

光

精

銅

所

に

大

正

天

皇

と

皇

后

さ

ま

の

行

幸

啓

を

仰

い

だ

夜
、

祝

宴

の

な

か

で

感

極

ま

り

一

人

が

歌

い

踊

り

だ

し

た

踊

り

が

、

翌

大

正

三

年

に

記

念

祭

と

し

て

「
和

楽

踊

り

」

が

誕

生

し

た

。

以

来

百

余

年

、

大

正
、

昭

和

、

平

成

、

令

和

と

時

を

刻

み

時

代

の

移

り

変

わ

り

は

あ

っ

て

も

、

余

儀

な

く

数

回

の

中

止

も

あ

り

な

が

ら

「
和

楽

踊

り

」

は

延
々
と
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

そ

し

て

、「
和

楽

踊

り

」

は

栃

木

県

内

の

「
盆

踊

り
」

と

し

て

も

伝

わ

り

代

表

的

な
民
謡
と
な
っ
て
い
っ
た
。

当

初

は

、「
和

楽

踊

り

」

は
三
日
間
行
わ
れ
、
昼
間
に
は

運
動
会
、
仮
装
行
列
、
相
撲
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
社
だ
け

で
は
な
く
地
域
外
の
住
民
も
含

め
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
近
年
時
代
の
流

れ
か
「
和
楽
踊
り
」
も
一
日
に

な
り
踊
り
手
も
減
少
の
一
途
を

た
ど
て
い
る
の
は
寂
し
い
限
り

で
あ
る
。

私

た

ち

日

精

会

員

は

、

人

生

の

大

半

を

同

じ

会

社

で

過

ご

し

、「
和

楽

踊

り

」

に

愛

着

を

持

っ

て

い

る

こ

と

と

思

う

。

今

後

も
、

百

年

以

上

続

い

て

い

る

「
和

楽

踊

り

」

を

含

め

会

社

の

み

な

ら

ず

歴

史

を

ひ

も

と
き
、
そ
の

時
々

の

出

来

事

を

記

載

し

て

い

き

た

い

。

日精会たより №１６６ ２０１９年(令和元年) １０月1

梅
雨
寒
の
中
、
参
院
選
が
行
わ
れ
、

公
的
年
金
不
安
、
憲
法
改
定
、
消
費

税
増
税
等
で
争
わ
れ
た
。
残
念
な
が

ら
期
待
し
た
結
果
は
出
ず
に
終
わ
っ

た
が
、
猛
暑
の
中
、
先
行
き
は
消
費

税
増
税
と
社
会
保
障
負
担
増
の
動
き

が
心
配
に
な
る
時
節
に
な
っ
た
。
◆

十
月
に
は
消
費
税
が
８
％
か
ら
10
％

に
な
る
予
定
で
あ
る
。
財
政
悪
化
を

理
由
に
、
徴
収
し
易
す
い
所
か
ら
取
る
と
し

て
、
平
成
二
十
四
年
、
民
主
党
野
田
政
権
の

下
に
、
消
費
税
増
税
を
柱
と
し
た
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
案
」
が
自
民
党
、

公
明
党
の
三
党
合
意
で
成
立
し
た
も
の
。
国

民
の
反
対
を
押
し
切
り
、
今
回
の
参
院
選
で

国
民
の
信
任
を
得
た
と
し
て
本
格
的
に
準
備

を
進
め
て
い
る
◆
増
税
に
よ
る
、
景
気
下
振

れ
対
策
と
し
て
、
総
額
２
兆
円
も
の
税
金
を

投
入
し
、
軽
減
税
率
制
度
、
電
子
マ
ネ
ー
に

よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
等
を
行
う
と
し
て
い
る
。
◆
日
銀
が
イ

ン
フ
レ
率
２
％
を
目
標
に
金
融
緩
和
策
を
継

続
す
る
中
、
統
計
に
現
れ
な
い
身
近
な
生
活

必
需
品
は
続
々
と
値
上
り
し
て
い
る
。
消
費

税
ア
ッ
プ
で
、
更
に
値
上
が
り
が
続
き
家
計

を
圧
迫
す
る
事
は
必
然
で
あ
る
。
◆
年
末
に

向
け
て
、
社
会
保
障
の
「
自
己
負
担
増
３
点

セ
ッ
ト
」
の
検
討
が
始
ま
る
。
①
介
護
分
野

で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
②
後
期
高
齢

者
の
病
院
窓
口
の
自
己
負
担
を
一
割
か
ら
二

割
に
③
軽
症
受
診
の
上
乗
せ
負
担
。
④
薬
剤

の
自
己
負
担
引
き
上
げ
等
々
。

◆
今
後
、

「
年
金
給
付
の
抑
制
と
社
会
保
障
の
負
担
増
」

も
本
格
的
に
動
き
だ
す
。
人
生
１
０
０
年
だ

か
ら
こ
そ
金
融
庁
が
示
し
た
二
千
万
円
の
貯

蓄
で
も
、
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
な
い
事

を
暗
示
し
て
い
る
。
◆
政
府
は
、
国
民
が
納

得
出
来
る
具
体
的
な
税
と
社
会
福
祉
の
あ
る

べ
き
姿
を
早
急
に
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発
行
責
任
者

薄
井
和
彦

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

わ ら く い け

日
精
会
た
よ
り

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
日
光
事
業
所
内
記
念
館
よ
り
提
供
さ
れ
た

仮装行列と観客

平成 3年 平成元年 昭和３０年代

昭和時代

昭和時代

大正時代

令和元年の和楽踊

和

楽

踊

り

行

幸

啓

百

余

年

大
正
か
ら
令
和
に
続
く

大正 3年

８ 月 現 在

1 8 8 名

会 員 状 況



大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ

て
い
ま
す
。

 
《
歩
こ
う
か
い
部
》

 
第
２
回
 
10
月

16
日
（
水
）

右
下
参
照

（
部
長

星
野
晃
一
）

《
 

女
性
部
  

》

 
第
２
回

10
月

29
日
（
火
）

も
み
じ
狩
り
＆
ラ
ン
チ

日
光
霧
降
の
滝

（
部
長

荒
川
栄
子
）

《
 

ゴ
ル
フ
部

》

   

第
２
回

10
月

10
日
（
木
）

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時

30
分
集
合

参
加
費
１
５
０
０
円

（
部
長

野
原
敏
雄
）

 《

囲
碁
部

 

》

第
２
回

11
月
８
日
（
金
）

   
南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
時
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

新
人
の
入
部
を
歓

迎
し
ま
す

（
部
長

星

防
人
）

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

》

    
第
２
回

10
月

23
日
（
水
）

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
か
た
く
り
・
か
わ
せ
み
コ
ー
ス
）

８
時

30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

（
部
長

児
玉
進
）

 
《

カ
ラ
オ
ケ
部
  

》

第
２
回

11
月
８
日
（
金
）

   

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時

30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

（
部
長

増
渕
秋
夫
）

 
《

将
棋
部
 

》

第
３
回

12
月
７
日
（
土
）

日
光
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
時

30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

（
部
長

薄
井
和
彦
）

☆

前
回
、
お
知
ら
せ
し
た
工
場
見
学

の
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

日
産
自
動
車
及
び
益
子
観
光
か
ら
岩
下

新
生
姜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
及
び
栃
木
の
町

散
策
に
な
り
ま
し
た
。

（
理
由
）

日
産
自
動
車
工
場
見
学
の

予
約
が
取
れ
な
か
っ
た
為
で
す
。

日
程

11
月
７
日
（
木
）

☆

第

41
回
Ｃ
Ｒ
Ｔ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

   
奥
日
光
の
美
し
い
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
そ
の
環
境
を
守
る
活
動
で
す
。

９
名
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
が
、
台
風
６
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

日精会たより №１６６ ２０１９年(令和元年) １０月2

加
藤
ち
ほ
さ
ん
残
念

７
月

21
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
は
、

残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
精
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
温
か
い

ご
支
援
を
頂
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

七
月
八
日
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
こ
」
に
お
い
て
、
会
社
幹
部
と
日
精
会
本
部

役
員
と
の
懇
親
会
を
実
施
し
た
。
始
め
に
日
精
会
会
長
か
ら
、
日
精
会
の
現
状

と
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
加
藤
日
光
事
業
所
長
と
松
田
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所
長
よ
り
、
会
社
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
昔
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
た
。

日
光
事
業
所
の
概
況

最
初
に
、
昨
年
の
従
業
員
募
集
に

関
す
る
、
日
精
会
員
の
協
力
に
対
し

感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

今
年
の
和
楽
祭
は
八
月
二
日
で
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
大
道
芸
、
バ

ン
ド
演
奏
、
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。
多
く
の
皆
様
に
来
て
い
た
だ

き
、
和
楽
踊
り

に
参
加
し
て
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

操
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で

の
二
年
間
は
好
調
で
あ
っ
た
が
、
本

年
度
は
米
中
貿
易
摩
擦
の
影
響
か
本

工
場
が
二
割
、
メ
モ
リ
ー
デ
ス
ク
が

三
割
の
減
産
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
今
年
は
新
人
の
教
育
に
力
を
入

れ
た
い
。

従
業
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
六
十
五
歳
定
年
制
の
話
も
出
て

き
て
い
る
。

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所
の
概
況

操
業
は
低
調
で
、
中
期
の
展
望
が

遅
れ
て
お
り
、
甘
い
部
分
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

今
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と

り
な
が
ら
来
年
以
降
に
生
か
し
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

和
楽
祭
に
つ
い
て
は
、
最
近
若
い

人
た
ち
が
家
族
で
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
来
て
い
る
。

◇期日：

１０月１６日(水)

赤城山大沼と赤城

自然園の散策

◇参加費：

5,500円

申込み締切

１０月１日(木)
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

秋のハイキング

本 部 の 動 向
・
平
木
ち
さ
こ
選
対
解
散
式

６
月
８
日
（
火
）
薄
井
会
長
他

（
二
宮
会
館
）

・
日
精
会
名
簿
作
成

６
月
11
日
（
火
）
薄
井
会
長
他

５
名
（
な
ん
た
い
地
協
）

・
県
退
連
幹
事
会

６
月
13
日
（
木
）

長
尾
（
宇
都
宮
）

・
会
社
幹
部
と
の
懇
親
会

７
月
８
日
（
月
）
薄
井
会
長
他
７
名
（
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
こ
）

・
第
41
回
Ｃ
Ｒ
Ｔ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
27
日
（
土
）

・
記
念
祭
和
楽
踊
り

８
月
２
日
（
金
）

薄
井
会
長
他

38
名
参
加

・
役
員
会
議

６
月
26
日
（
水
）
・
７
月
24
日
（
水
）
・
８
月
23
日
（
金
）

・
行
事
企
画
部
会

６
月
18
日
（
火
）
・
７
月
22
日
（
月
）
・
８
月
21
日
（
水
）

・
編
集
部
会
議

７
月
17
日
（
水
）
・
８
月
22
日
（
木
）
・
８
月
28
日
（
水
）
・

８
月
30
日
（
金
）
・
９
月
２
日
（
月
）
・
９
月
７
日
（
土
）

募
集
中

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

８
月
27
日

冨
本
伸
治
さ
ん

87
歳

行
事
企
画
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

冨
本
伸
治
さ
ん
逝
く

わ
た
し
た
ち
は
氏
の
突
然
の
訃
報

に
接
し
、
た
だ
今
は
深
い
悲
し
み
に

包
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
衷
心
よ
り
の

哀
悼
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

故
人
は
、
永
ら
く
日
精
会
の
会
計

部
門
の
責
任
者
と
し
て
ご
尽
力
な
さ

れ
、
今
日
の
当
会
運
営
の
礎
を
築
い

い
し
ず
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
百
歳
現
役
を
標
榜
さ
れ
、

ひ
ょ
う
ぼ
う

そ
の
熱
い
信
念
に
、
わ
れ
わ
れ
は
常
々

励
ま
さ
れ
た
も
の
で
す
。

冨
本
伸
治
さ
ん

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
心
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
八
月
三
十
一
日

日
精
会

役
員
一
同

米
中
貿
易
摩
擦
の
懸
念

会
社
幹
部
と
の
懇
親
会


